
新型コロナウイルスの感染状況によっては、本紙掲載の催し等が変更・延期または中止になる場合があります。
最新情報は、区ホームページをご確認ください。
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新型コロナウイルスに関する
最新情報はこちらで
ご確認ください
　区では、区ホームページやツイッターで、
随時情報をお伝えしています。

新型コロナウイルス
感染症情報

（区ホームページ）

杉並区公式ツイッター
（地震・水防情報等）
@suginami_tokyo



毎月1日号では、区の政策や取り組みを分かりやすく紹介していきます。

32 令和5年（2023年）2月1日　No.2346No.2346　令和5年（2023年）2月1日 

　皆さんは「地域・家庭文庫」をご存じですか。区民の方が、自宅などを利用して、地域の子どもたち等に本の楽しさを伝え、読み聞かせ
や本の貸し出しなどを行っています。今号では、アットホームな空間で子どもたちの読書活動を推進している「地域・家庭文庫」について
お知らせします。

 ̶̶問い合わせは、中央図書館事業係☎3391-5754へ｡

─ やりがいや喜びを感じるのはどんなときでしょうか？

神保：文庫に来て、肩の力を抜いてほっとしている子どもの姿を見ると、
この場所をつくって良かったと感じます。子どもたちにとって、親
でも先生でもない、“干渉しない大人”って必要な存在だと思うんで
す。干渉はしないけれど、しっかり見守られている。子どもたちに
とって、そんな安心感のある居場所になればと願っています。

坪内：地域の子どもの成長を見守ることができるのがうれしいです。ずい
ぶん昔ですが、友達に連れられて来た男の子がいました。本にはあ
まり興味がないみたいで、友達としゃべったり、遊んだり。学校は
あまり好きじゃないみたいだったんですが、文庫で何かイベントを
やるとなるとすごく張り切って手伝ってくれました。その子が今は
もう社会人なんです。道で会うとあいさつをしてくれて、「お世話
になりました」と声をかけてくれます。あの男の子がこんなに立派
になったのか…と感慨深いですね。

澁川：45年間も文庫を続けていると、子どもの頃に通っていたお母さん
が、お子さんを連れて通ってくださるようになるんです。「これ、
お母さんも読んだんだよ」「私もこの場面が一番好き」なんて、世
代を超えて同じ本を読み、しかも同じ場面を共有しているのを見た
りするのはとてもうれしいですね。

─ 心に残っている一言やエピソードがあれば教えてください。

神保：親子で一緒に来る方が多いんですが、大人
がくつろげるお部屋もあるので、子どもは子
ども、お母さんはお母さんで別々に過ごすこ
とができるんです。お母さんから離れたとこ
ろで、ぽろっと本音を話してくれるお子さん
もいます。一方、お母さんもゆっくり本をめ
くって自分の時間を過ごしていて…。帰ると

─ 地域・家庭文庫の活動を始めたきっかけを教えてください。

坪内：子育てが一段落して、｢何か始めよう」と
思ったときに浮かんだのが絵本と子どもで
した。子どもの頃はとにかく絵本が好き
で、絵本作家にも憧れていました。素晴ら
しい絵本と子どもたちを結び付けるきっか
けになれば、と活動を始めて、ちょうど20
年になります｡

神保：大学で幼児教育を専攻していて、ゼミでは絵本について学んでいま
した。荻窪にある「かつら文庫」の存在を知って、「いつか家庭文
庫を開きたい」という夢をずっと持っていたんです。夫の転勤先の
香港で絵本の会を始め、杉並区に引っ越したときにポプラ文庫を引
き継ぎました。その後シンガポールに転勤し、向こうでも文庫活動
を続けました。帰国後、しばらくして自宅で「ちゅうりっぷ」を立
ち上げました。

澁川：大学で図書館学を学んでいたのですが、たまたま家庭文庫のお手伝
いをしていて、子どもたちと接することがとても楽しかったんで
す。どこかにその記憶が残っていたんでしょうね。子育てをして家
に本が増えていくうちに、ふと文庫を開こうと思い立ったんです。
もうすぐ46年目です。

─ 活動の課題や、これからの目標を教えてください。

坪内：今、世界中で本当にいろいろなことが起こっていて、大人だって不
安ですよね。子どもたちも同じです。文庫というささやかな場所で
はありますが、平和で、幸せや喜びを感じられる場所であり続けた
いと思っています。

神保：乳幼児から小学生にかけては、言葉の力が育っていく大切な時期で
す。その時期に、しっかり子どもたちに寄り添える場所でありたい
と思っています。文庫は小さな存在ですが、一人一人に寄り添うこ
とができることが強みです。来てくださる一人一人の顔を見て、そ
の人に合う本を渡していくことを大切にしていきたいです。

澁川：もともと本が大好きな子どもばかりではありません。その子にあっ
た本を薦める場合はありますが、偶然手に取った本が面白かった、
もっと読みたい…。文庫でそんな本との出会いをつくれたらと願っ
ています。

きにお二人の背中を見て、雰囲気が変わったのが分かりました。来る
ときは少し緊張感があったのですが、温かい雰囲気になっていたん
です。とても印象的でした｡

澁川：もともとは子どものための場所でしたが、最
近は子育てをしているお母さんが「癒やしの
場所です」と言ってくださることがありま
す。毎日本当に忙しい中で、ふと空いた時間
でうちに来てくださって、のんびりおしゃべ
りしていって。安心して子どもを遊ばせるこ
とができて、その傍らに本があって…。それだけでほっとするそう
なんです。本当にうれしい一言でした。

坪内：ポケット文庫の方に聞いたお話がとてもすてきでした。…『通って
いた子の二十歳の誕生日に、昔の読書カードから当時好きだった本
を書き出して、本のプレゼントと一緒に送っています。すると、｢当
時、実はこんなことがあって…」｢今でもこの本が大好きです」など
とお返事が届くんです。』…子どもたちを長く見守っていて、本当
に素晴らしいと思いました。

─ 杉並区とのつながりはどのようなものがありますか？

坪内：月に一度、今川図書館で「お話し会」を開いています。もう10年以
上になりますね。3カ月に一度ほどは、地域の皆さんと一緒に読書
会も開いています。児童文学に関する読書会なので、自分の勉強に
もなっています。

澁川：20年ほど前から、近隣の小学校で朝の読み聞かせに参加していま
す。文庫に限らず子どもたちと本を通じて接する機会は本当に楽し
いものです。

神保：地域の図書館に文庫のチラシを置かせていただいています。公共図
書館と地域・家庭文庫は役割が違いますから、これからどう連携し
ていこうか考えているところです。

※開いている時間等に変更がある場合があります。詳細は、各文庫までお問い合わせください。

※開催場所はグランドメゾン杉並シーズン
　(井草2丁目)。

子どもたちが本と触れ合える
環境づくりを目指します！

内容：中央図書館からの図書の貸与など

対象：自宅などで、地域の子どもたち等に無償で図書の閲覧・貸し

出しと、クリスマスおはなし会などの文化活動を既に行って

おり、これらの活動実績（登録者数・利用者数・貸出冊数

等）を報告することができる個人または団体

申し込み・問い合わせ：電話または直接、中央図書館事業係（荻窪

3-40-23☎3391-5754）

　地域・家庭文庫は、自宅等を開放して、地域の子どもたち等

に家庭的な空間の中で読書の場を提供しています。また、図書

の閲覧・貸し出しだけでなく、読み聞かせや人形劇など、それ

ぞれの文庫でさまざまな文化活動も行っています。

　区では、地域・家庭文庫へ図書を貸与するなど、活動を支援

しています。

それぞれの文庫ごとに

さまざまな催しを開催！

❶ジルベルト文庫
高井戸西3-6-22
毎週水曜日、第3土曜日／
午後2時～5時　☎090-3697-6270

❷ちいさいおうち文庫
今川3-4-9
毎週水曜日／午後2時～5時
☎3301-3035

❸バンビぶんこ
高井戸東4-19-1
毎週水曜日／午後2時～5時
☎3334-7881

❹ポケット文庫
天沼1-24-7
毎週火曜日／午後3時～5時
☎3391-5743

｢地域・家庭文庫」の
新規登録を受け付けています
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西武新宿線 下井草駅

京王井の頭線

阿佐ケ谷駅荻窪駅
JR中央線

東京メトロ丸ノ内線

●区役所●
中央図書館
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高井戸駅

区の支援文庫7カ所！

おうち空間で読書！

｢出前文庫」として
あちこちへ本を届けています。

半地下があって、
まるで隠れ家のような雰囲気です。

手作り遊びなどのレクリエーション
も随時行っています。

❺ポプラ文庫
井草1-52-2 　第3木曜日／午後3時
～5時30分　☎3396-0937

1974年から地域で
引き継がれている文庫です。

絵本翻訳家が運営している
家庭文庫です。

おはなし会や、わらべうたの会を
開いています。

絵本に限らず、
さまざまなジャンルの本があります。

左から、神保さん（子どもの本の家ちゅうりっぷ)、澁川さん（バンビぶんこ)、坪内さん（ちいさいおうち文庫）

❻このあの文庫
本天沼1-27-5
毎週土曜日／午後2時～5時
　 konoano_bunko@yahoo.co.jp

❼子どもの本の家ちゅうりっぷ
下井草2-23-12　月2回土曜日、
月1回水曜日／午前10時～午後4時
　 tuliplibrary@gmail.com

Check!


	0201_sugi_1
	0201_sugi_2-3



